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でも、具体的にどんな判例が調べたいのか、いまいちわかっていないし、ぴんと来ないあなた！ 

まずは東大で提供しているデータベースや各ＨＰから手軽に判例を検索してみましょう！ 

判例データベース 

東京大学で利用できる日本の判例データベースは四つあります。東京大学法学部研究室図書室のウェブサイ

トの「データベース」ページ http://www.lib.j.u-tokyo.ac.jp/database.html から使うことができます。 

 

どれがいいの？と思われるかもしれませんが、それぞれ収録範囲や収録誌が違いますので、一長一短といっ

たところです。片方に載っていない判例がもう片方には載っていた、ということはよくありますので、皆さ

んも色々試してみてください。 

 

データベースを利用するときは、学内ネットワークにつながった端末からアクセスしてください。 

※学外からでもアクセス可能なデータベースもあります。学外からのアクセス方法の詳細については、GACoS の「学外から

データベースや電子ジャーナルを使うには？」http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/faq/gakugai.html をご覧ください。 

 

データベース名 概要 学外からのアクセス方法 

D1-Law.com  

(第一法規 

法情報総合データベース) 

第一法規が提供する『現行法規』『判例体

系』『法律判例文献情報』の各データベー

スを融合した総合検索データベースです。 

学外アクセス不可 

Westlaw Japan 日本法の総合データベースです。 法令、

判例、政策情報、主要判例雑誌、コンメン

タール、学術論文、報道記事などから、法

律情報を検索できます。 

SSL-VPNGateway サービス 

または 

認証 GW（Gateway）サービス 

LEX/DB インターネット 明治 8 年の大審院判例から今日までに公

表された判例を網羅的に収録した日本最

大級のフルテキスト型データベースです。 

TKC にログイン 

（法科大学院生のみ） 

公的判例集データベース 公的判例集の原本 PDF を Web 上で検索

し、閲覧できるデータベースです。 

TKC にログイン 

（法科大学院生のみ） 

 

また、インターネット上で無料で公開されている判例データベースもあります。 

 

最高裁判所 

裁判所サイトトップページ＞裁判例情報 

裁判所の判例情報を検索するホームページです。最高裁判例集 高裁判例集 下級裁判例集 行政

事件裁判例集 労働事件裁判例集 知的財産裁判例集が検索できます。 

!!商業データベースには収録数で負けますが、一番掲載が早い判例情報サイトです。たまに商業データベ

ースにも載っていないものが載っていたりとなかなかあなどれません。!! 

http://www.courts.go.jp/ 

最高裁判所 

図書館 

蔵書検索システム 

最高裁判所図書館は裁判所の中央図書館です。こちらの図書館の蔵書検索システムでは、「内容細

目」に平成 17 年からの、雑誌の判例掲載情報が記載されており、フリーワード検索ができます。 

http://www.opac8.com/user/courts/court.html 

http://www.lib.j.u-tokyo.ac.jp/database.html
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/faq/gakugai.html
http://www.courts.go.jp/
http://www.opac8.com/user/courts/court.html
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 判例集や雑誌の略称 

判タ 金判 訟月 曹時・・・・判例集や、判例評釈が掲載されている雑誌は、省略して引用されるので、初めて

みる人には暗号のように感じられるかもしれません。慣れればすぐに分かるようになるのですが、それまでは用

語集を持っておきましょう。 

判例集の略称については法律編集者懇話会「法律文献等の出典の表示方法〔2014 年版〕 

http://www.houkyouikushien.or.jp/katsudo/pdf/houritubunken2014a.pdf pp.24-27）や、国会図書館のリサーチ・

ナビ「日本-大審院・最高裁判所判例集」https://rnavi.ndl.go.jp/politics/entry/Japan-hanrei-sup.php で確認す

ることができます。 

雑誌や紀要の略称については、『法律時報』の毎年 12月号（2014年以前は 1月号）に「文献略語表」が掲載さ

れています。また日本評論社のページからダウンロードすることもできます。

https://www.nippyo.co.jp/blogjihou/bunryaku/ 一部コピーして持ち歩いておくと便利ですよ。 

 

ちなみに冒頭の略称は判
．
例タ

．
イムズ、金

．
融・商事判

．
例、訟

．
務月

．
報、法曹時

．．
報 になります。 

 

みんしゅう・けいしゅう 

判例を研究する上で避けては通れないのが、民集・刑集と呼ばれる公式判例集です。民集は「大審院民事判

例集」（大正 11年～昭和 21年）または「最高裁判所民事判例集」（昭和 22年～）のこと、刑集は「大審院刑事判

例集」（大正 11年～昭和 21年）または「最高裁判所刑事判例集」（昭和 22年～）のことを指します。 

これらは公式判例集で、最高裁判所判例委員会が重要な判例として選んだものが掲載されています。ほぼ毎

月発行され、真ん中のところで民事の部と刑事の部に分かれています。（ちなみに後ろのほうが刑事の部なので、

たまーに未製本のものを読んだ人が刑集がないと転がり込んできたり・・）これを製本するときに分割して民集と

刑集という本になります。民集･刑集の特徴は、判示事項、判決要旨、参照条文などがありますが、特にその事

件の下級審の判決も掲載されているという点です。最高裁は法律審ですから、判決には事実の記載はありませ

ん。事実を知るには下級審も読む必要があるためです。 

論文やレポートでは、判例を引用する際は出典が求められます。特にこれらの公式判例集は優先して引用す

るのが望ましいとされています。 

 

判例評釈って何？ 

判例評釈（判例批評、判例研究、判例解説という場合もあり）は、実際の判例に研究者等が、判決に賛成、反

対、結論には賛成だが理由には疑問が・・など、それぞれの立場から解説を加えたものです。 

判例評釈を読めば、その判例のキーポイントが分かるため、判例研究には欠かせないものです。判例評釈は基

本的に雑誌に掲載されています。 

 

事件番号って？ 

事件番号は本や論文では省略されることが多いですが、「最大決平成 25年 9月 4 日平成 24(ク)984民集 67

巻 6 号 1320頁」のように、裁判年月日の後ろに表記されることもあります。事件番号は、裁判所名と合わせて事

件を特定するものです。その裁判所が受け付けた年、事件の種類を表す符号、その年の事件について振られた

通し番号で構成されています。 

今回の例では、平成 24(ク)984は、平成 24年に最高裁が受け付けた民事特別抗告事件のうち、984番目であ

ることを示します。受け付けた年なので、判決等が出た年とは必ずしも一致しないことに注意してください。 

 

http://www.houkyouikushien.or.jp/katsudo/pdf/houritubunken2014a.pdf
https://rnavi.ndl.go.jp/politics/entry/Japan-hanrei-sup.php
https://www.nippyo.co.jp/blogjihou/bunryaku/





























